
認可外保育施設に関する情報共有のためのシステム
【目的】
幼児教育・保育の無償化の実施にあたり、償還払いの給付事務に必要となる認可外保育施設の情報について、自
治体の圏域を超えて確認可能なシステムを構築し、適正かつ円滑な事務の実施を図る。また、このシステムを活用
して、保護者の方が、指導監督基準の適合状況など、施設選択に資する情報を閲覧可能とする。
【構築方法】
内閣府所管の「子ども・子育て支援全国総合システム」のうち「特定教育・保育施設等データ管理システム」が、
幼児教育・保育の無償化の実施に伴って、保護者の施設の選択に資するよう、各施設の情報公表を行うことを目的
に外部システムへ移管することに合わせ、認可外保育施設に関する情報共有システムを当該システムに追加する。

システム構築・運用
の補助 ○ 情報共有システムの構築、運用

独立行政法人 福祉医療機構（ＷＡＭ）
※公募により決定

施設基本情報や基準適合状況、
監査実績など施設選択に必要
な情報の入手

【登録する情報（案）】
・施設基本情報（施設名、所在地など）
・指導監督基準適合証明書交付の有無
・施設設備情報（構造、面積など）
・利用定員、利用児童数
・サービス内容 (開所時間、サービス種別など)
・前年度監査実績（基準適合の有無など）
・その他（保険の種類、提携医療機関など）

無償化の給付
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